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執行役専務 

平岡 明彦 

地域別市場環境と見通しについて 

平成28年（2016年）3月期 第3四半期決算発表 
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（千台） 
 

油圧ショベル世界需要推移 

日本 

西欧 

北米 

中国 

ｱｼﾞｱ 
大洋州 

その他 

合計 

＊当社推定 
(複写・転用は御遠慮下さい) 

＊中国国産メーカ含まず 

＊インド含む 

地域別需要対前年増減 

15年新興国比率：48％(対前年-3%) 
※新興国：中国、アジア・大洋州、その他 

１ 

前回 

見通 

今回 

見通 

'14 '15前回 '15今回

-13% -19% -19%
ﾛｼｱ・CIS

東欧 -22% -49% -49%

アフリカ +7% -6% -6%

中東 +4% -1% -1%

中南米 -3% -31% -31%

-6% -19% -19%

インド -1% +15% +15%

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ -29% -39% -39%

他 -10% -5% -5%

-11% -6% -6%

-40% -49% -49%

+13% -7% -7%

+15% -6% -6%

-23% -26% -26%

中国

北米

西欧

日本

合計

その他

アジア・大洋州
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＜日本市場＞ 

住宅投資 
(住宅着工戸数） 

設備投資 
（機械受注･外需除） 

公共投資 
（公共工事請負額） 

＊国交省・内閣府・建設業保証会社 

＊当社推定 (千台) (千台) ＊当社推定 

住宅・設備・公共投資（対前年同期比） 

油圧ショベル需要 ホイールローダ需要 

◇ 設備投資は増加、公共投資は減少継続。 
◇ 15年10～12月油圧ショベル、ホイールローダ需要は 
      排ガス規制切替前倒し需要の反動により減少。(対前年油圧17%減、ホイール5%減) 

＊当社推定 (千台) 
ミニショベル需要 

２ 
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 4 
＜欧州市場＞ 

＊ＩＭＦ他 ＊当社推定 

＊当社推定 ＊当社推定 (千台) (千台) 

ﾌﾗﾝｽ 

ﾕｰﾛ圏 

英国 

ﾄﾞｲﾂ 

ﾌﾗﾝｽ 

英国 

ﾄﾞｲﾂ 

ｲﾀﾘｱ 

その他 

ﾌﾗﾝｽ 

英国 

ﾄﾞｲﾂ 

ｲﾀﾘｱ 

その他 

(千台) 

ﾌﾗﾝｽ 

英国 

ﾄﾞｲﾂ 

ｲﾀﾘｱ 

その他 

油圧ショベル需要 ホイールローダ需要 

ミニショベル需要 主要国GDP（対前年同期比） 

◇ GDPはユーロ圏全体で緩やかな回復が持続。 
◇ 油圧ショベル需要は仏での需要低迷の影響等により微減。(対前年5%減) 
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＜北米市場＞ 

住宅着工件数（左軸） 

GDP（前年同期比・右軸） 

＊Bureau of Economic Census, US Census Bureau 

（季節調整済） 

＊Bureau of Economic Census, US Census Bureau 

（千戸） ＊当社推定 (千台) 

＊当社推定 (千台) 
ミニショベル需要 

油圧ショベル需要 

米国建設投資（対前年同期比） 

米国GDP・住宅着工件数 

◇ 住宅着工件数は高水準を維持、建設投資は堅調に推移。 
◇ 油圧ショベル需要は減少(対前年9%減)、ミニ需要は増加(対前年8%増)。 
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一般住宅 商業施設 公共工事 
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 6 
＜中国市場＞ 

＊当社推定 

0%

10%

20%

30%

40%

C
Y
1
0
/
1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

C
Y
1
1
/
1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

C
Y
1
2
/
1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

C
Y
1
3
/
1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

C
Y
1
4
/
1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

C
Y
1
5
/
1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

0

5

10

15

20
（対前年同期比） 

固定資産投資前年同期比（左軸） 

ＧＤＰ（右軸） 

＊中国国家統計局 

ＧＤＰ・固定資産投資 
（％） 

◇15年10～12月のＧＤＰは6.8％へ減速、固定資産投資は鈍化傾向続く。 

◇不動産投資の鈍化、過剰在庫調整により、需要は大幅な減少続く。（対前年39％減） 

0

10

20

30

40

50

60

70

FY
1
0
/
1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

FY
1
1
/
1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

FY
1
2
/
1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

FY
1
3
/
1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

FY
1
4
/
1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

FY
1
5
/
1
Q

2
Q

3
Q

4
Q

-150%

-100%

-50%

0%

50%

100%

150%
国産 

外資 

油圧ショベル需要 

（千台） 

＊当社推定 
対前年同期比は外資のみ 

華北 
-73%/-63%/-58%/-64% 

西北 
-66%/-53%/-45%/-13% 

西南 
-55%/-47%/-59%/-43% 

東北 
-66%/-62%/-57%/-35% 

華南中 
-47%/-34%/-46%/-27% 

華東 
-60%/-53%/-48%/-48% 

中国全体 
-58%/-49%/-51%/-39% 

＊外資のみ 
＊当社推定 

地域別油圧ショベル四半期別前年比 

FY14 4Q FY15 1Q/2Q/3Q 

(6.8%) 
(8.9%) 

ミニ・油圧ショベル クラス別需要構成比 
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FY12
1H 2H

FY13
1H 2H

FY14
1Q 2Q 3Q 4Q

FY15
1Q 2Q 3Q

20t 
未満 

20t 
以上 

～6t 

20t 

10～15t 

21～29t 

30～39t 

40t～ 

6～10t 

＊当社推定 
外資のみ 

5 
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《補足》 中国市場 

油圧ショベル需要(月別見通し) 

油圧ショベル需要（月別推移） 
（対前年同月比） 

（外資のみ） 
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

＊当社推定 

【春節時期】 

２０１４年１月３１日 

２０１５年２月１９日 

２０１６年２月８日 

（千台） 

13年度実績 

14年度実績 

6 

（千台） （外資のみ） ＊当社推定 

前年同期比 

-33% -44% -25% -58% 

13年度 14年度 15年度 

-51% 

15年度（見通し） 
※４月～１２月実績値 

-49% -39% 



 8 
＜アジア大洋州市場・インド市場＞ 

ﾀｲ 

ﾏﾚｰｼｱ 

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 

ＮＺ 

その他 

＊当社推定 

◇ アジア大洋州の需要はインドネシア・マレーシア等で減少が続く一方、 
   タイやフィリピンでは堅調に推移。（対前年19％減） 
◇ インドは石炭・採石等一部インフラ向けを中心に需要増。（対前年11％増） 

(千台) 

＊当社推定 アジア大洋州 油圧ショベル需要 

インド 油圧ショベル需要 
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(％) 
主要国ＧＤＰ（対前年同期比） 
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ｲﾝﾄﾞ 
ﾈｼｱ 

ｲﾝﾄﾞ 

ｼﾝｶﾞ 
ﾎﾟｰﾙ ﾀｲ 

※インドGDP成長率はCY13 2Qより測定基準を変更 
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＜ロシア・中東市場＞ 

ＵＡＥ 

サウジ 

トルコ 

その他 

中東 油圧ショベル需要 
(千台) 

【ロシア】原油・通貨安により景気悪化とともに需要低迷。（対前年40%減） 
【中 東】産油国を中心に油圧ショベル需要は減少へ。（対前年2%減） 

(US$) 原油・天然ガス価格推移 (US$) 

＊当社推定 
＊工場出荷ベース 
（トルコは小売ベース） 

(千台) 
ロシア 油圧ショベル需要 

＊当社推定 
＊工場出荷ベース 
＊現地産含む 
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0.01

0.014

0.018

0.022

0.026

0.03

0.034

0.038

＊当社調べ 

ルーブル為替推移 

対US$ 

対EUR€ 

FY10       FY11       FY12       FY13       FY14       FY15 

<IMF12月予測値> 

＊IMF他ホームページより当社作成 
FY10      FY11       FY12      FY13      FY14        FY15        FY16 

原油 

（左軸） 

天然ガス 
（右軸） 
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＜マイニング機械＞ 

超大型ショベル需要  100t(EX1200)以上 
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※  ※トラック需要は積載重量55t以上に変更 
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＊当社推定 
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◇ 資源価格は下げ止まらず、2015年度需要は対前年度で約1割の減少を見込む。 
◇ 特に、超大型マイニング機械の需要は大幅に減少。  
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＜マイニング機械＞ 
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《補足》 BB Ratio 

※Book-to-Bill(BB)Ratio = Booking(受注額)/ Billing(出荷額) 

  当社単独の受注・出荷額の6ヶ月平均 
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≪トピック≫   

 【豪州】 パース支店移転 

• 西豪州のトラック拡販に対応する為、パース支店を移転。 

   第１ステージ：支店事務所と部品倉庫(16年8月オープン) 

   第2ステージ：部品再生工場と組立工場 

• 投資額約100億円 建設中のパース新支店 

 【カザフスタン】 EH1100-5大口受注 

• カザフスタン内の鉄鉱石鉱山向けにEH1100-5、25台を
受注。 

• 2016年度Q1より出荷開始し、年内の納入完了予定。 

参考写真：EH1100-5 
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 【シンガポール】 EX1900-6揚土仕様機納入 

• シンガポール新港建設プロジェクト向けとして、EX1900-
6BH揚土仕様機を納入。 

• 2016年度上期にもEX1900-6、2台を追加納入予定。
工事の進捗と共に更なる受注をめざす。 

揚土船上のEX1900-6 
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ブランド・コミュニケーション本部 広報戦略室 

お問い合わせ 

ＥＮＤ 

TEL  : 03-3830-8065 
FAX  : 03-3830-8224 

【見通しに関する注記事項】 

本資料に記載されている、当期ならびに将来の業績に関する予想、計画、見通し等は、現在入手可能な情報に基づき当
社が合理的と判断したものです。実際の業績は、様々な要因の変化により、記載の予想、計画、見通しとは大きく異なるこ
とがあり得ます。そのような要因としては、主要市場の経済状況および製品需要の変動、為替相場の変動、国内外の各種
規制ならびに会計基準・慣行等の変更などが含まれます。 


